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(57)【要約】
【要約】　
開示されるのは、フロー等化方程式の開発によって、共 
通の分配ネットワーク上に直列に接続された２つ以上の 
同一の消費メンバー間のネットワーク内の総入力フロー 
容量の量を管理および制限する方法である。この方法の 
目的は、最大入力フロー量を最小化することであり、こ 
れにより、任意の数の消費者デバイスがフル消費量で動 
作する間、他の消費者はフル消費量未満で動作すること 
が可能となる。
【選択図】      図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
共 通 の 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク に よ っ て 相 互 接 続 さ れ た 複 数 の 消 費 者 へ の 媒 体 の 総 入 力 フ ロ ー 容  
量 を 管 理 す る 方 法 で あ っ て 、
消 費 者 フ ロ ー 値 を 確 立 す る 工 程 と 、
消 費 者 の 総 数 に 基 づ い て 複 数 の 管 理 境 界 値 を 設 定 し 、 複 数 の 固 有 の フ ロ ー レ ベ ル 係 数 を 確  
立 す る 工 程 と 、
フ ロ ー レ ベ ル 係 数 を フ ロ ー レ ギ ュ レ ー タ に 伝 達 し て 、 前 記 媒 体 の 総 出 力 を 調 整 す る 工 程 と  
、 を 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 複 数 の 消 費 者 は 、 前 記 共 通 の 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク 上 に 直  
列 に 整 列 さ れ て い る も の で あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 消 費 者 フ ロ ー 値 は 、 入 力 フ ロ ー 量 と 出 力 フ ロ ー 量 の 比  
率 で あ る よ う に 設 定 さ れ る も の で あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 管 理 境 界 は 、 総 出 力 の 百 分 率 で あ る よ う に 設 定 さ れ る  
も の で あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 方 法 に お い て 、 各 消 費 者 が 同 じ 最 大 消 費 レ ベ ル を 有 す る も の で あ る 、 方 法  
。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 媒 体 は 、 流 体 、 電 気 、 お よ び デ ー タ か ら な る 群 か ら 選  
択 さ れ る も の で あ る 、 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 特 許 出 願 は 、 フ ィ フ ィ ー ル ド に よ る 「 共 通 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 消 費 者 間 の フ ロ ー 均 等  
化 の 管 理 方 法 」 と 題 さ れ た 米 国 特 許 仮 出 願 第 ６ ２ ／ ８ ４ ８ ， ６ ４ ２ 号 の ２ ０ １ ９ 年 ５ 月 １  
６ 日 の 出 願 日 に 優 先 権 を 主 張 す る 。 仮 出 願 第 ６ ２ ／ ８ ４ ８ ， ６ ４ ２ 号 の 開 示 は 、 参 照 に よ  
り そ の 全 体 が 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
本 開 示 の 主 題 は 、 一 般 に 、 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク 上 に 直 列 に 接 続 さ れ た 同 じ 最 大 消 費 量 限 度 を  
有 す る ２ 以 上 の 消 費 者 メ ン バ ー （ 本 明 細 書 で は 「 同 一 の 消 費 者 メ ン バ ー 」 と 呼 ば れ る ） の  
間 で 所 定 量 の フ ロ ー 量 を 管 理 す る た め の 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 実 施 形 態 で は 、 こ の 方 法 は 、 航 空 用 途 に お け る 機 内 エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト （ Ｉ Ｆ Ｅ ） の  
配 電 負 荷 に 適 用 さ れ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
電 気 シ ス テ ム や 流 体 フ ロ ー シ ス テ ム な ど の 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の フ ロ ー 均 等 化 管 理 の 方 法  
と 手 法 が 、 業 界 内 で 一 般 的 に 適 用 さ れ て い る 。 フ ロ ー 均 等 化 ま た は 最 適 化 の 現 在 の 方 法 は  
、 消 費 者 デ バ イ ス 間 の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク に 依 存 し て 、 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の フ ロ ー 量 質 の  
管 理 を 行 っ て い る 。 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 追 加 は 、 シ ス テ ム 全 体 の 重 量 、 ハ ー ド ウ ェ ア 、 お  
よ び ソ フ ト ウ ェ ア の 複 雑 さ の 増 加 を 意 味 す る 。   
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 開 示 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 既 存 の フ ロ ー の 測 定 値 を 使 用 し て 所 定 量 の 流 量 を 管 理 す る 方  



10

20

30

40

50

JP 2022-527668 A 2022.6.2(3)

法 を 提 示 し 、 そ れ に よ り 、 消 費 者 メ ン バ ー 間 の 追 加 の 通 信 を 除 去 し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の  
２ 以 上 の 同 一 の 消 費 者 メ ン バ ー 間 で フ ロ ー 均 等 化 を 達 成 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 ス ケ ー リ ン グ さ れ た フ ロ ー 管 理 方 法 の デ ー タ フ ロ ー 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 い く つ か の 消 費 者 メ ン バ ー 間 の フ ロ ー 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 ス ケ ー リ ン グ さ れ た フ ロ ー 管 理 方 法 の 図 を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 開 示 の 主 題 は 、 一 般 に 、 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 定 義 さ れ た 最 大 入 力 流 量 を 超 え な い よ う  
に 、 各 消 費 者 メ ン バ ー の 流 量 を 調 整 す る ス ケ ー リ ン グ さ れ た 流 量 管 理 方 法 を 使 用 し て 流 量  
を 管 理 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 方 法 の 目 的 は 、 所 定 の 流 量 設 定 に 基 づ い て 、 任 意 の 数 の 消 費 者 メ ン バ ー が 全 消 費 レ ベ  
ル で 動 作 し 、 他 の 消 費 者 が 完 全 な 消 費 レ ベ ル 未 満 で 動 作 す る よ う に 、 最 大 入 力 流 量 を 最 小  
化 す る こ と で あ る 。 こ れ に よ り 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク 全 体 に わ た る す べ て の 消 費 者 間 の フ ロ ー  
の 最 適 化 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ス ケ ー リ ン グ さ れ た フ ロ ー 管 理 方 法 は 、 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 同 一 の 消 費 者 メ ン バ ー 間 で  
フ ロ ー 最 適 化 を 効 果 的 か つ 効 率 的 に 管 理 す る た め の 方 程 式 の セ ッ ト を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
フ ロ ー 最 適 化 方 程 式 ま た は フ ロ ー 方 程 式 は 、 共 通 の 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の す べ て の 消 費 者  
の 消 費 の 合 計 が ネ ッ ト ワ ー ク へ の 入 力 容 量 の 総 量 に 等 し い と い う 関 係 を 示 す 管 理 方 程 式 で  
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
フ ロ ー 方 程 式
フ ロ ー 方 程 式 の 一 般 的 な 形 式 は 、 各 消 費 者 の フ ロ ー 容 量 （ Ｂ ｘ ） の 合 計 が 、 分 配 ネ ッ ト ワ  
ー ク へ の 総 容 量 （ Ａ １ ） に 等 し い こ と に 関 係 す る 。
【 数 １ 】

こ こ で 、 Ｃ は 、 １ セ ッ ト の 最 後 の 消 費 者 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 フ ロ ー 方 程 式 に 加 え て 、 他 の い く つ か の 方 程 式 が 、 ス ケ ー リ ン グ さ れ た フ ロ ー 管 理 方  
法 の 定 式 化 を 確 立 す る が 、 こ れ は 、 シ ス テ ム の 管 理 境 界 の 数 、 管 理 境 界 限 度 値 、 消 費 者 フ  
ロ ー 値 、 お よ び フ ロ ー レ ベ ル 係 数 で あ る 。
管 理 境 界 数 （ Ｍ Ｂ ） の 確 立
管 理 境 界 は 、 特 定 の 消 費 者 メ ン バ ー 用 に 流 量 レ ベ ル を 定 義 し て 、 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク 内 で の  
総 流 量 の 均 等 化 を 維 持 す る た め の 目 的 で 、 事 前 に 決 定 さ れ た 数 の 容 量 限 度 値 と し て 定 義 さ  
れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
所 定 の 消 費 者 メ ン バ ー の 集 合 に 対 し て 、 境 界 の １ つ で あ る フ ル 電 力 限 度 に 加 え て 、 分 配 ネ  
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ッ ト ワ ー ク 内 の 実 際 的 な 最 小 数 の 境 界 を 確 立 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
以 下 の 式 は 、 境 界 の 最 小 数 を 確 立 す る も の で あ る が 、 次 の 整 数 に 切 り 上 げ ら れ る 。
【 数 ２ 】

例 え ば ； ｎ ＝ ３ が 特 殊 な ケ ー ス と し た 場 合 、 式 ２ は １ の 値 に な る 。 し た が っ て 、 Ｍ Ｂ （ 管  
理 境 界 数 ） で 計 算 さ れ た 値 に フ ル 消 費 値 を 加 算 す る と 、 境 界 の 総 数 は ２ に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
別 の 例 で は 、 ｎ ＝ ６ の 場 合 、 式 ２ は ３ の 値 に な る 。 つ ま り 、 完 全 な 消 費 値 に 加 え て ２ つ の  
境 界 レ ベ ル に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
フ ロ ー レ ベ ル 係 数 （ Ｆ ｌ ｏ ｗ Ｆ ａ ｃ ｔ ） の 確 立
フ ロ ー レ ベ ル 係 数 は 、 所 望 の ま た は 義 務 付 け ら れ た 各 消 費 者 メ ン バ ー に よ る 消 費 フ ロ ー 量  
を 維 持 す る た め に 、 消 費 レ ベ ル 値 （ Ｃ Ｌ Ｖ ） と 通 常 １ ０ ０ ％ に 設 定 さ れ る 総 消 費 値 と の 比  
率 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
消 費 レ ベ ル 値 は 、 消 費 出 力 量 の 名 目 の 可 制 御 性 レ ベ ル に 基 づ く 。 フ ロ ー 係 数 値 の 数 は 、 管  
理 境 界 の 数 に 基 づ く 。
【 ０ ０ １ ８ 】
フ ロ ー レ ベ ル 係 数 値 は 、 以 下 の 式 に 基 づ く 。
【 数 ３ 】

た と え ば 、 Ｍ Ｂ ＝ ３ の 場 合 、 シ ス テ ム が 必 要 と す る ３ つ の フ ロ ー 設 定 は 、 Ｆ Ｆ １ ＝ １ ０ ０  
％ 、 Ｆ Ｆ ２ ＝ ７ ５ ％ 、 Ｆ Ｆ ３ ＝ ２ ５ ％ で あ り 、 以 下 と な る た め で あ る 。
【 数 ４ 】

フ ロ ー レ ベ ル 係 数 は 、 任 意 の 消 費 者 メ ン バ ー の 最 大 フ ロ ー 容 量 を 調 節 す る が 、 こ こ で 、 各  
消 費 者 メ ン バ ー の 望 ま し い 消 費 量 は 、 フ ロ ー 係 数 の 設 定 限 度 よ り も 少 な く て も よ い 。
管 理 境 界 限 度 （ Ｍ Ｂ Ｌ ） の 確 立
式 ２ か ら の 管 理 境 界 （ Ｍ Ｂ ） の 数 が 与 え ら れ る と 、 管 理 境 界 限 界 （ Ｍ Ｂ Ｌ ） は 、 各 メ ン バ  
ー に つ い て 、 フ ロ ー 量 設 定 間 で 遷 移 が 起 こ る 消 費 レ ベ ル を 確 立 す る 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
Ｍ Ｂ Ｌ を 確 立 す る た め の 制 約 は 次 の と お り で あ る 。
ａ ） ｎ 番 目 の 消 費 者 は 、 フ ル 消 費 量 を 下 回 る ア ク テ ィ ブ な フ ロ ー 管 理 を 必 要 と し な い 。
理 論 的 根 拠 ： ｎ 番 目 の 消 費 者 は ネ ッ ト ワ ー ク の 最 後 の メ ン バ ー で あ り 、 フ ロ ー 量 を 最 大 容  
量 未 満 に 制 限 し な い 。
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ｂ ） （ ｎ － １ ） を 超 え な い の 消 費 者 は 、 フ ロ ー 量 を 所 定 の 最 小 量 未 満 に 制 限 す る も の と す  
る 。
理 論 的 根 拠 ： 各 消 費 者 の 消 費 を 管 理 す る た め に （ ｎ － １ ） を 超 え る 消 費 者 量 が 必 要 な 場 合  
、 入 力 シ ス テ ム の 容 量 が 小 さ す ぎ る 。
Ａ ） 管 理 境 界 の 下 限 の 決 定
式 ４ は 、 式 ３ か ら 導 き 出 さ れ 、 す べ て の 消 費 者 メ ン バ ー に 必 要 な 最 小 流 量 を 分 母 に 代 入 し  
、 し た が っ て 、 下 限 を 決 定 す る 。 こ の 限 度 値 は 、 最 小 の フ ロ ー 係 数 値 の 使 用 に 基 づ く フ ロ  
ー （ ｎ － １ ） 消 費 者 メ ン バ ー の 最 小 量 で あ る （ 例 ： Ｆ ｌ ｏ ｗ Ｆ ａ ｃ ｔ ３   式 ３ ｃ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
管 理 境 界 の 下 限 は 、 以 下 の 条 件 を 推 測 す る 式 ２ に 基 づ く 。
１ ） Ｃ （ ｎ － １ ） は 、 ｎ 番 目 の 消 費 者 の 全 負 荷 に 等 し く な る 。
２ ） 他 の す べ て の 消 費 者 は 最 小 流 量 設 定 に 設 定 さ れ る 。
【 数 ５ 】

こ れ は 、 以 下 に 単 純 化 さ れ る 。
【 数 ６ 】

式 ５ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 任 意 の デ バ イ ス の 最 大 フ ロ ー 容 量 が 、 コ メ ン ト ネ ッ ト ワ ー ク 上  
で 直 列 に 接 続 さ れ た す べ て の 消 費 者 の 最 大 入 力 フ ロ ー 容 量 の 管 理 と は 独 立 し て い る こ と を  
推 測 し て い る 。
Ｂ ） 次 の 限 度 係 数 の 決 定
次 の 限 度 は 、 こ の 関 係 に 従 っ て ｎ ～ １ の 消 費 者 に 分 散 さ れ る フ ロ ー 係 数 （ 例 式 ３ ｂ ） の 負  
荷 値 の 次 に 大 き い 値 に 基 づ く 。
【 数 ７ 】

こ れ は 、 以 下 に 単 純 化 さ れ る 。
【 数 ８ 】

最 後 の 限 度 係 数 Ｍ Ｂ ＝ １ は 、 数 値 が １ ． ０ に な る 。 管 理 境 界 限 度 デ ー タ は 、 外 部 で 生 成 さ  
れ 、 デ ー タ ・ セ ッ ト と し て 消 費 者 メ ン バ ー の デ バ イ ス 内 の 制 御 プ ロ セ ッ サ ー 装 置 内 で ホ ス  
ト さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
消 費 者 フ ロ ー 値 （ Ｃ Ｆ Ｖ ）
消 費 者 フ ロ ー 量 値 は 、 出 力 流 量 検 出 器 か ら の 測 定 品 質 と し て 提 供 さ れ る 出 力 流 量 測 定 値 と  
、 入 力 流 量 検 出 器 か ら の 測 定 品 質 と し て 提 供 さ れ る 入 力 流 量 値 と の 比 に 基 づ く 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
例 え ば 、 メ ン バ ー へ の 入 力 フ ロ ー が １ ５ ０ ％ で あ り 、 消 費 者 メ ン バ ー が ５ ０ ％ を 消 費 し て  
い る 場 合 、 Ｃ Ｆ Ｖ は 以 下 と な る 。
【 数 ９ 】

消 費 者 フ ロ ー の 計 算 値 は 、 管 理 境 界 限 度 値 か ら 提 供 さ れ た 値 と 比 較 す る た め に 使 用 さ れ る  
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
フ ロ ー 係 数 （ Ｆ ｌ ｏ ｗ   Ｆ ａ ｃ ｔ ） 値 の 設 定
消 費 者 フ ロ ー 値 が 管 理 境 界 限 界 の １ つ を 超 え る と 、 新 し い フ ロ ー 係 数 値 が フ ロ ー レ ギ ュ レ  
ー タ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ を 参 照 す る と 、 ス ケ ー リ ン グ さ れ た フ ロ ー 管 理 方 法 ３ ０ ０ は 、 共 通 の 分 配 ネ ッ ト ワ ー  
ク に 直 列 に 接 続 さ れ た 、 同 じ 最 大 消 費 量 限 度 を 有 す る ２ つ 以 上 の 消 費 者 メ ン バ ー （ 本 明 細  
書 で は 「 同 一 の 消 費 者 メ ン バ ー 」 と 呼 ば れ る ） の 間 で 、 所 定 量 の フ ロ ー 量 を 管 理 す る も の  
で あ る 。 ス ケ ー リ ン グ さ れ た フ ロ ー 量 管 理 方 法 ３ ０ ０ は 、 ２ つ の 入 力 測 定 値 で あ る 入 力 フ  
ロ ー 量 測 定 値 １ １ ０ お よ び 出 力 フ ロ ー 量 測 定 値 ２ ５ ０ を 受 け 取 り 、 １ つ の フ ロ ー 量 係 数 値  
３ ２ ０ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ２ を 参 照 す る と 、 入 力 フ ロ ー 量 測 定 値 １ １ ０ は 、 毎 分 ガ ロ ン 単 位 の 流 体 流 量 ま た は ア ン  
ペ ア 単 位 の 電 流 流 量 な ど の フ ロ ー 量 の 定 性 的 測 定 値 で あ る 。 消 費 者 ２ ０ ０ は 、 直 列 の 分 配  
ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ５ に 沿 っ て 整 列 し て い る 。 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 流 体 、 電 流 、 デ ー タ 、  
ま た は そ の 他 の 移 送 可 能 な 媒 体 を 移 送 し ま す 。 各 消 費 者 ２ ０ ０ ～ ２ ０ ３ に 関 連 付 け ら れ た  
フ ロ ー 検 出 器 １ １ ０ ～ １ １ ３ が あ る 。 各 フ ロ ー 検 出 器 は 、 ス ケ ー リ ン グ さ れ た フ ロ ー 管 理  
シ ス テ ム と 通 信 し て （ １ ２ ０ ～ １ ２ ３ ） 、 消 費 者 フ ロ ー 値 を 生 成 す る （ 図 １ の ３ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ３ は 、 個 々 の 消 費 者 ２ ０ ０ の ス ケ ー リ ン グ さ れ た フ ロ ー 管 理 を 示 し て い る 。 入 力 フ ロ ー  
が 測 定 さ れ １ １ ０ 、 フ ロ ー 量 測 定 値 ３ １ ０ は 、 制 御 プ ロ セ ッ サ ユ ニ ッ ト ２ １ ０ 内 に 含 ま れ  
る ス ケ ー リ ン グ さ れ た フ ロ ー 管 理 シ ス テ ム ３ ０ ０ に 伝 達 さ れ る 。 フ ロ ー 量 測 定 値 は 、 設 定  
さ れ た フ ロ ー 量 係 数 値 ３ ２ ０ と 比 較 さ れ 、 出 力 フ ロ ー 量 係 数 値 ３ ３ ０ が 設 定 さ れ る 。 フ ロ  
ー 量 係 数 設 定 値 ２ ５ ０ は 、 毎 分 ガ ロ ン 単 位 の 流 体 流 量 ま た は ア ン ペ ア 単 位 の 電 流 流 量 な ど  
の 流 量 の 定 性 的 測 定 と し て 出 力 フ ロ ー 量 １ ４ ０ で 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
消 費 者 フ ロ ー 値 計 算 ３ １ ０ は 、 出 力 フ ロ ー 量 測 定 値 ２ ５ ０ と 入 力 フ ロ ー 量 測 定 値 １ １ ０ と  
の 間 の 数 学 的 比 率 で あ る 。 消 費 者 フ ロ ー 値 計 算 ３ １ ０ の 出 力 サ ン プ リ ン グ デ ュ ー テ ィ サ イ  
ク ル は 、 シ ス テ ム の 全 体 的 な フ ロ ー 変 化 率 に 依 存 す る で あ ろ う 。 た と え ば 、 流 体 フ ロ ー の  
変 化 率 は 数 時 間 で 測 定 で き る た め 、 サ ン プ リ ン グ 時 間 は １ 時 間 に １ 回 測 定 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
管 理 境 界 ３ ０ ５ は 、 フ ロ ー レ ベ ル 係 数 ３ ０ ６ の 値 を 確 立 す る た め の 一 連 の 消 費 者 の 総 数 に  
基 づ く 数 式 で あ る 。 フ ロ ー レ ベ ル 係 数 ３ ０ ６ は 、 通 常 は １ ０ ０ ％ で あ る 合 計 消 費 値 に 対 す  
る 消 費 レ ベ ル 値 の 比 率 に 基 づ く ｎ 個 の 数 式 で あ る 。 ｎ の 値 は 、 管 理 境 界 ３ ０ ５ の 値 に 基 づ  
く 。 消 費 レ ベ ル 値 は 、 消 費 出 力 量 の 可 制 御 性 に 基 づ く 決 定 論 的 値 で あ る 。 例 示 的 に は 、 消  
費 出 力 は 、 ３ つ の レ ベ ル の 規 定 さ れ た 可 制 御 性 出 力 を 有 し 得 、 レ ベ ル の 数 は 、 １ ０ ０ ％ 、  
７ ５ ％ 、 お よ び ２ ５ ％ な ど の 管 理 境 界 ３ ０ ５ の 値 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
管 理 境 界 限 界 ３ ０ ７ は 、 ｎ 個 の 数 学 方 程 式 で あ り 、 各 方 程 式 は 、 フ ロ ー レ ベ ル 係 数 ３ ０ ６  
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の 値 に 基 づ い て い る 。 ｎ の 値 は 、 管 理 境 界 ３ ０ ５ の 値 に 基 づ い て い る 。 最 小 の 数 値 管 理 境  
界 限 度 値 は 、 式 ８ の 最 小 の 数 値 フ ロ ー レ ベ ル 係 数 ３ ０ ６ の 値 に 基 づ く 。
【 数 １ ０ 】

し た が っ て 、 そ れ ぞ れ の 固 有 の 管 理 境 界 限 度 ３ ０ ７ は 、 固 有 の フ ロ ー レ ベ ル 係 数 ３ ０ ６ の  
値 に 対 応 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 大 き い 管 理 境 界 限 界 ３ ０ ７ は 、 式 ９ に 挿 入 さ れ る 次 に 大 き い 数 値 フ ロ ー レ ベ ル 係 数 （  
３ ０ ６ ） 値 に 基 づ く ｎ － １ 方 程 式 を 超 え な い 数 式 に 対 応 す る 。
【 数 １ １ 】

最 後 の 管 理 境 界 限 度 ３ ０ ７ は １ ． ０ に な る 。 こ れ は 、 任 意 の 消 費 者 の 完 全 な フ ロ ー 消 費 量  
を 表 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
設 定 フ ロ ー 係 数 値 ３ ２ ０ の 出 力 は 、 各 管 理 境 界 限 界 ３ ０ ７ と 計 算 消 費 者 フ ロ ー 値 ３ １ ０ と  
の 間 の 比 較 で あ る 。 設 定 フ ロ ー 係 数 値 ３ ２ ０ の 出 力 は 、 計 算 消 費 者 フ ロ ー 値 ３ １ ０ の 次 に  
大 き い 数 値 で あ る 境 界 限 界 ３ ０ ７ に 対 応 す る 固 有 の フ ロ ー レ ベ ル 係 数 ３ ０ ６ に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
送 信 フ ロ ー 係 数 ３ ３ ０ は 、 フ ロ ー レ ギ ュ レ ー タ ４ ０ ０ が そ れ に 応 じ て 応 答 す る 同 等 の フ ロ  
ー レ ベ ル 係 数 ３ ０ ６ の 値 で あ る 。 通 信 媒 体 は 、 ア ナ ロ グ 、 デ ジ タ ル 、 ま た は ワ イ ヤ レ ス に  
す る こ と が で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 月 2 9 日 ( 2 0 2 2 . 1 . 2 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
共 通 の 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク に よ っ て 相 互 接 続 さ れ た 複 数 の 消 費 者 へ の 媒 体 の 総 入 力 フ ロ ー 容  
量 を 管 理 す る 方 法 で あ っ て 、
消 費 者 フ ロ ー 値 を 確 立 す る 工 程 と 、
消 費 者 の 総 数 に 基 づ い て 複 数 の 管 理 境 界 値 を 設 定 し 、 複 数 の 固 有 の フ ロ ー レ ベ ル 係 数 を 確  
立 す る 工 程 と 、
フ ロ ー レ ベ ル 係 数 を フ ロ ー レ ギ ュ レ ー タ に 伝 達 し て 、 前 記 媒 体 の 総 出 力 を 調 整 す る 工 程 と  
、 を 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 複 数 の 消 費 者 は 、 前 記 共 通 の 分 配 ネ ッ ト ワ ー ク 上 に 直  
列 に 整 列 さ れ て い る も の で あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 消 費 者 フ ロ ー 値 は 、 入 力 フ ロ ー 量 と 出 力 フ ロ ー 量 の 比  
率 で あ る よ う に 設 定 さ れ る も の で あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 管 理 境 界 は 、 総 出 力 の 百 分 率 で あ る よ う に 設 定 さ れ る  
も の で あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 方 法 に お い て 、 各 消 費 者 が 同 じ 最 大 消 費 レ ベ ル を 有 す る も の で あ る 、 方 法  
。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 媒 体 は 、 流 体 、 電 気 、 お よ び デ ー タ か ら な る 群 か ら 選  
択 さ れ る も の で あ る 、 方 法 。
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